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土壌有機物代替資材とその施用

有機物の施r日は水田・畑地いずれの土壌にあっ
ても必要であり，その効果は顕著である。特に基

盤整備実施|置|場や開畑地にあっては，熟畑化の実

際的手段として疑いないところで，基幹技術とな

っている。その資材としては堆厩肥が代表的なも

のであるが，その施用の実態は年々減少の傾向が

みられるO これは，労力の流出によって一層拍車

がか』っている。

農家にしてみれば，生産に必要な労力をはぶ

き，散布労力を省力化することができる資源を開

発し，確保することが肝要であるO

堆厩肥に替るべき有機資材には如何なるものが

あるだろうか。

農家の生産体系の中で見出されるものには各種

の残法物(ワラ、麦梓〉はその効果，施用上の注意、

等は大体各県の試験場によって明になっている

い飼料作物の栽培によること壌還元については，

これも各県の試験場にあって研究され， 11百末羽和[日]氾2幻7年

""""3幻1年には農

肥，厩肥，禾本不4・3求肥，宣科緑肥連用によってそ
の効果を明にしている O なお愛知県農業試験場豊

橋分場にあっては牧草切換による地力増強と生産

力について，その試験成績を公表しているなど，

かなり参考になるデーターには事欠かないところ

であろう。

人口の都市集中によって都市廃棄物が増加する

ことは論を待たないが，公害問題との関連におい

て，この物の処理は極めて重要な問題であるO

現時点において各地都市では塵芥はコンポスト

とし，下水処理
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る。現在は極く一部しか利用されているに過ぎな

し1実状である。これが適当に処理され，その施J:目
法が明になれば，極めて優れた有機物資材となろ

うことは論を待たなし、。正に一石二鳥の効果があ

り，その意義は大きし、。

豊橋市についてはコンポスト生産とともに，下

水汚泥を農業的に利用すべく乾燥，粉砕して衛生

的にも安全で，利用し易い形に加工し，これをJJra

価に払下げて見事に処理問題を解決している O こ

の両者について豊橋経営実験農場在勤中取扱った

施用法について記述し，識者のご高見を得たし 10

1. 組成

豊橋市のコンポスト，汚泥について高精技|却の

分析によれば第 1表の通りである O

2. 施用量，施用法
有機物を必要とする洪積層の基盤造成畑地にお

いて検討した高橋技師の成績は第2表の通りであ

るO 試験の内容は毎作0.2t/a施用する処理区を

基準として，毎年 0.4t ，隔年 0.8t， 4年分

1. 6 t を一挙に施用する処理を設け，汚泥， コン

ポストを別々に比較し t::..o その成積によれば

(1) 当初に施用したものの効果および残効は，施

用量の多いものほど大きい， (2) 当初に施用した

ものの効果が大きくあらわれ， また残効として

も，施用時の新しいものの多い方が大きいという

2点に集約される。

以上の結果から地力増強的には，大きな効果が

期待できることが判明したO 然し供試した作物は

41年の夏作を除き，殆んどが地上部を収穫するも

第 1表豊橋市のコンポスト，汚泥の分析
場の汚泥は，天

日乾:燥品，消化

脱水ケーキとし

て農家への還元

が考えられてい

コンポスト

:l:lt 
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第2表 基盤造成畑地に対する有機物施用試験
(1制高経営実験農場 40~43年〉

~処一~一理I!一一一 ー一一王一!三一一次 40年夏 40::1三冬 41iド1k[ 41年冬 42年夏 42年冬 43年夏

卸: ヰf 機 ヰゐ
624kg 28_6kg 65 _2kg 30.2kg 64.7kg 

100 100 I 100 100 100 100 100 

コンポスト 勾: イ午 200kg/a 126 125 132 111 131 127 144 

11 毎年 400 11 139 125 148 107 130 135 138 

11 2年毎 800 11 129 132 128 112 118 137 146 

11 一挙1，600 11 156 146 160 121 133 133 131 

汚 泥毎作 200kg/a 102 150 158 117 120 130 141 

11 毎年 40011 146 127 156 113 137 138 134 

11 2年勾 800 11 151 125 133 114 128 143 127 

11 一挙1，60011 169 152 154 124 135 127 119 

:tlfi )J~一挙 1 ， 600 11 168 142 152 117 120 128 114 

注:瓦作はソルゴー，生l'fi.琵:(41年のみーかんしょ)，冬fl:t土線変子実重 (40年のみ小麦)，指数で示す

のばかりなので，根菜類を供試した場合には如何

なる影響を及すであろうかとの疑問があったし，

経営的に有利な作物を撰択する可能性もあるの

で，このことについて検討する必要から，人参を

供試してその効果をみt=o
(1) 試験の方法

供試問場実験農場 G2匝!場

供試作物第1作ニンジン

1番種;1m4月5日 0.3L/10a 
播種68cmx 15cm 2条

施肥量全区均一施肥量である(勾ja)

収量調査 7月21日

|基肥(追肥1四月肥2回| 計
窒素! 1. 0 I o. 5 I 0 .5 I 2. 0 
燐酸1.0 O. 5 I - I 1. 5 

加里 1.0 0.5 I 0.5 I 2.0 

(2) 試験の結果

以とのように生育(草丈)では汚泥，コンポスト

共に施用量の多いほど大きく，根重にあっても同

様な傾向がみら.れるが，汚

泥よりもコンポストの方が

優れていることがわかる。

等級別にみれば，コンポ

ストの場合はL，M級が多

く，汚泥の場合はS級に多

く分;(fiしている O 上根歩合

と全く同様な傾向であるO

屑根調査の結果は第4表、

の通りであって，有機物大

量投入区は奇形j伎の発生比

率が極めて高く，コンポス

ト16t区は無処理区の16倍

に達したO 汚泥4t以上のものは¥¥ずれも 4-12

倍の範囲を I~i めたO

この傾向とは反対に腐敗根の発生率は大量投入

区ほど減少し，明確な逆傾向を示したO

これは土壌微生物の生棲密度の変化，拍杭現象

等によるものと考えられ，病害発生頻度に対し微

妙な影響をもたらした結果といえよう。

以上の 2点は有機物大量投入の場合，ニンジン

のような地下部利用作物の品質，形状に対する影

響のあらわれとして特異的なものである。このこ

とから土壌の改良は，一時多量投入が効果的であ

るのに対して，作物の種類により，方法を考慮す

る必要を示すものであるO

たまたま開拓地において第一作物が品質，形状

において問題になることがあるのも，ごのような

事情がもたらすものであろうと推察される O

(3) 第 2 作目。この場合は高橋技 1~:Tiîの成績もあ

り，子実を収穫する小麦について試験を行った

が，これに先がけて土壌を採集し，施用量の多少

第 3表生育，収量調査成績(勾ja)

コミ者
恨重I 比 上 中艮 t根 |司

月日 L M S 
7 27 I kg kg % 100gく 60-100g 40-60g 歩合 上七

1.無 処 理Ii 24.0 191.4 132.7 100 11.2 23.2 32.7 67.1 51 100 

2.汚 泥 2t 43.9 177.0 130.3 98 '1.4 22.5 32.6 59.4 46 89 

3. 11 4 t 43.7 183.6 136.0 102 6.2 21.6 37.0 64.7 48 97 

4 11 8 t 47.6 217.1 144.4 109 4.4 40.0 39.4 82.8 57 123 

5 11 16 t 50.0 225.9 145.2 109 13.5 41.1 28.3 82.8 57 123 

6.コンポスト 2t 49.3 250.9 187.2 141 29.3 53. '7 49.4 132.5 198 

7. 11 16 t 51. 3 263.7 179.5 135 17.4 51. 0 46.9 l山 6'1l172

8.天日汚泥 4t 44.9 188.8 170.6 129 6.4 55.9 22.0 34.3 I 49 I 125 
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第 4表屑根調査成績は区平均木la)
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収量調査の結果は第7表の通りであっ

たO

この試験は発芽むらと生育の不均ーが

原因で，区間の変動が大きく，収量:に対

する効果はみられなかっ t::_o

汚泥16t ，堆肥16t (第 1年目)のよう

に，多量施用区はl岐根歩合が極めて高

く，外皮に褐色斑点を生じたりして，品

質に対して逆効果をもたらしt::_o

コンポスト 2t区は外観上最も良質な山ごぼう

が得られたO コンポスト 16t区も，良質で大量投

入の影響はみられなかったO このことから資材の

極#j:Iの撰択が痛感される O

(5) コンポストを温室の床上として利用 従来

温室床土の作成，取替には多大の労力を要し，良

質な床土入手は容易で、なし、。

古くから良質メロン生産地として知られる静岡

県磐田，袋井地方は，その背景として高度の技術

開発とともに，地域内に生産に適する豊富な水田

土壌が存在することも，見逃すことのできないこ

とである。

これに反して渥美地方は水田が少なく，新しい

山土が使用されている。山土は痔はくな酸性土壌

で通気，排水，保水力等理化学性がメロンの栽培

に不適当な場合が多いので，次のような利点を予

第6表 収量調査成績 (a当り 2区平均値)

~lE1川41|4l叩4O∞O|13犯8空7 間比腐敗 li司比
1.無処理 2J 100 1 387 1 100 1 292 100 

2.汚 泥 2t 12 50 280 72 155 53 

3. 11 4 t 90 379 375 97 149 51 

4. 11 8 t 179 746 220 57 23 

5. 11 16 t 298 1，242 232 60 。
6.コンポスト 2t 232 967 84 22 12 4 

7. 11 16 t 381 1，580 48 12 54 18 

8.天日汚 iJE4 t 107 446 405 105 107 37 

~5 表 第 1作跡の土壌ま査成績

~旦E (Hp。IOf) Yl ii灰世mJ免glれ100g 一九::;liq:mJ免g/f1l0:0g 
1.無 処 理[' 5.63 4.1 79.1 28.0 

2.汚 iJE 2 t 5.84 1.6 98.0 34.0 

3. 11 4 t 6.06 0.8 115.2 32.8 

4. 11 8 t 6.19 0.5 134.1 31.0 

5. 11 16 t 6.55 0.4 169.8 26.2 

6.コンポスト 2t 6.30 0.4 133.0 30.5 

7. 11 16 t 6.95 0.2 194.0 26.5 

8.天日汚 iJE4 t 5.95 1.2 10l. 5 31.0 

がpH，置換性塩基に如何なる影響をあたえたかに

ついては第5表の通りであるO

小麦については次の設計により実施した成績は

第6表の通りであって，従来の通念と何等変るも

のではなかったO

この結果からすればpH，Yl'石灰(置換性〉につ

いては 9投入量に比例して土壌酸度の矯正，置換性

石灰の増加がみられたが，置換性苦土に

ついては一定の傾向はみられなかったO

第2作小麦の施肥設計は基肥として717

土石灰 10.Okg/ a ，硫加~~f安 264号5.5仰

を施して，穂肥(幼穂形成期〉にNK化成

4号を 2.Okg/ aを施用したO

(4) 第3作目は第1作同様の根菜類を撰

択し，なお最も品質を重要視する山ごぼ

うを供試，標準に堆肥区を設けて行った

概要は次の通りである。

播種期 9月5日搭種量o.3kg/ a 
栽柏密度畦巾60cm 高II~Ë条播

施肥量

基肥苦土石灰 10kg/a， 硫加燐

安264 3kg/a， 

追肥 NK化成4号 4. 4kg/ a， 

9月26日， 10月18日の 2@]分

施した。

~旦E 友;f'rm*，1;変重 同比 f重g 同比 千粒:mg向上じ
1.無 処 Ji1[ 35.6 32.1 100 727.1 100 33.6 100 

2.汚 iJE 2 t 40.5 38.3 119 736.4 101 35.5 106 

3. 11 4 t 32.1 34.3 107 736.7 101 35.1 104 

4. 11 8 t 30.4 34.4 107 729.2 102 36.6 109 

5. 11 16 t 41. 3 40.8 127 741.4 102 36.9 110 

6.コンポスト 2t 37.6 36.7 114 737.3 102 36.7 110 

'1. 11 16 t 38.0 35.2 110 739.6 102 36.9 110 

8.天日汚泥4t 35.1 32.3 100 745.0 102 35.8 107 

第 7表 収量調査結果(a当りkg2区ヰ均)

ι?」l」全主 業:ill 組重 1長 重; |可1:[:

大 比率

1.無 処 正Ij[ 40.4 10.3 30.1 6.1 15.4 5.5 27.0 100 

2.汚 iJ~ 2 t 54.1 15.2 38.9 6.7 21. 5 6.0 '34.3 127 

3. /1 4 t 48.6 12.5 36.0 7.3 17.8 6.4 3l. 5 117 

4. 11 8 t 60.9 16.7 44.2 4.5 24.4 10.2 39.1 145 

5. 11 8 t 57.0 17.5 39.3 6.5 21. 5 5. ] 33，0 122 

6.コンポスト 2t 44.3 12.4 3l. 9 9.8 15.9 3.8 29.4 109 

7. 11 16 t 50.0 14.7 35.2 4.8 17.9 8.4 31.1 115 

8.天日i'fjiJt_ 4 t 66.9 18.1 48.7 17.9 21. 9 4.8 44.6 165 
9 . J [f~ JJ巴2t 48.5 13.5 35.1 7.5 20.6 4.2 32.3 119 

10. 11 16 t 67.8 22.7 45.4 10.9 21.1 4.3 I 36.3 134 
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怨して，コンポストを床土に取とげ使用した。

(1) 軽くて取扱えが容易

(2) 通気性，保水性，排水などの物理性良好

(3) 塩類集積の害が軽減される

(4) コンポスト自体に含まれる肥料成分が利):目

される

(5) 製造過程で高温処理されるので，当初病害

虫の心配が少ない

以上のことから果菜類(メロン〉について施肥

量，水田土壌との混合率などについて検討したの

で，その結果について報告したし、

育苗は室内でれき ~JI:育苗で行ったものを定植し

t::..o肥料は 91m2 N40.0g， P40.09 K40.0 

gを施し，追肥は液肥を使用する計画であったが

中止しt::..o

定1:直後活着良好で，当初は葉色やや淡く!順調に

経過したO 交配期間中の 6月8日頃から気温の上

昇とともに肥効が急激にあらわれ，葉色濃緑とな

り，全般に過繁茂の状態を呈したO

第 81liijー11節における雌花の着生率は高くほぼ
80%で，受精率も909ぢ以上の高率であった。

巴結果1l!ij位は9節目が最も多く，果実やや早目に

メLくtclり，ネットの発現も幾分早く，交配後12日

頃一次ネットが発生した

たが，生育に影響するようなものではなかった

が，キャンカーが激発して105ぢ内外の株は枯死に

頻しt::..o なお水田土嬢とコンポストの配合割合に

ついて行った結果は(第8表)の通りであっt::..o

配合が50%以下では草丈の伸長が抑制され，茎

葉重の減少が認められt::..o

水田土壌単独の場合は初期生育が著るしく抑制

されたO 雌花着生率は75%区が高かったO

蔓割病の発生は水凹土壌単独区最高で， コンポ

スト併用区が低率であったO 果実類は大差なく，

ネットの発生は生育のおくれた水田土壌区が最も

悪く25%，100必区は良好で大差は認められなか

ったO

糖度についても25%，505ぢが高かったO

以上のことからコンポストを配合することが，

単独よりも取扱いの而，作物生育の面からも良好

であると云える。

以上の試作成績は完全とは云えないが，一つの

方向を示したものとして価値があると思われる。

汚泥についても果樹に多く利用されているが，

好評であることを考えれば，都市廃棄物のj剖寸還

元が生産力の増強に役立つことは喜ばしいことで

あると思う。

第8表調査成績
従って果実の肥大も緩

漫で，平均果実は 8319 

に過ぎなかったO 糖度は

135ぢ余で普通ではないか

と考えられたO

¥k¥-il(I¥明ヨJ|iル/:: I'J' Wid jlt甜本
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健全 果実 i調査
相ミ ヰ壬

手印ij 果f立iii-i-E ヂ1)主王ー 陪 J支 ネット( 16tA，，) 

24 860 76.8 11 9.1 854 12.6 4.1 

" 75% 1 164 22.8 820 90.8 9 9.2 856 12.9 3.6 

" 50% 1 154 22.6 745 72.0 8 9.6 931 病害虫としてアブラム

シ，ウドン粉病が発生し

附l
" 25% 1 154 22.5 764 73.3 12 13.0 I 4.0 

" 0% I 137 22.2 735 70.5 2 10.7 I 844 12.3 I 2.8 

鴻¥

化学とその可能性 。それにも限界がある・ーいや，そうではなくて，すべて

を化学的に割り切ろうとするのは行き過ぎではないか。今度の特集号を編集

していて，そんな感じがしました。

この頃，土壌有機物の問題が，それこそじわじわとにじみ出して来ていることも，

した背景がないと云えないような気がします。

古くて，常に新しい問題，それがここにあります。 (K生〉


